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SAP移送業務の現状  
　SAPを採用している企業の多くは、その運用で最も大きな課題と
して「移送業務」をあげます。本項の移送とは、SAP/ERPシステム
開発をする際、3ランドスケープ、すなわち構成開発機から品質検
証機へ、品質検証機から本番機へ、不具合などを確認しながら、 
ABAP※1プログラムやロール※2、バリアント※3などを移し、 システム
をアップデートする方法のことを言います。

　移送業務が多い企業では月間400～ 500本のプログラムを移送す
ることもあります。もちろん、ABAPプログラムや移送業務の工程に問
題があれば移送業務を行うことはできません。そのため、影響度が
高い本番機への移送業務は夜間や土日で行うことが多くなります。
　また、企業によってはSAPでの移送業務のみならず、本番機への
移送後、実際はさまざまなプラットフォームや他ソフトウェアと連携
してシステムを利用している企業も多いと思います。今後、企業統
合やグローバル対応によるビジネスの変化が進むことで、システム
が複雑になり、企業内クラウドなどとの連携が増えると、より一層
手間がかかってしまいます。システムの運用保守を担当するIT部門
においては、これらSAP移送業務に伴う問題への対応は見過ごせな
い課題です。

SAP移送業務の課題
　SAP移送業務の課題例を下記に列挙します。

・移送依頼内容が不完全
・リリースに伴う影響範囲を確認するのに時間がかかる、
   あるいは影響を見落としてしまう
・オブジェクト不足によるプログラム障害 
・誤ったインポートタイミングによる変更ミス 
・夜間、休日のリリース作業で、要員への負荷が高く、
   作業ミスが起きやすい
・開発者と実行者間の認識ずれによる適用ミス
・オペレータの手動実行による作業ミス
・移送業務後の別システムとの連携ミス
・紙ベースで管理しているリリース作業（変更管理含む）
   による申請の未承認、事後承認が発生
・移送業務をアウトソーシングしている場合のコストや
   時間自由度の不足 
　
SAP移送業務の課題解決
　ユニリタでは、お客様からの要望により、SAPはもちろん、他
ERPシステムへの移送業務の課題解決対策として、ITIL準拠のITサー
ビスマネジメントツール「LMIS on cloud」のワークフローと連動し
ながらリリース作業の自動化を実現する「LMIS/AutomaticRelease 
for ERP」を4月にリリースします。

　SAPの中で、一番煩雑で大変な業務は移送業務と言われています。コンプライアンスの観点やコスト削減の見直しについても、移送
業務が課題によくあがります。今号では、システムの運用、自動化において一歩先を行く提案を目指すユニリタから、SAP/ERPシステ
ムの移送業務を自動化する新ソリューション「LMIS/AutomaticRelease for ERP」をご紹介します。

※1  ABAP（Advanced Business Application Programming, アバップ）：R/3など SAPシステムの
　    製作やアドオン開発に用いられる高級言語
※2  ロール :論理的にリンクしたトランザクションのセット。これらのトランザクションは、
　     ユーザが ERPで必要とする機能（業務）の範囲を表している
※3  バリアント :同じ選択条件で実行することが多いプログラムに対して、入力値のセットを
　    保存したもの
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図 1　SAP移送管理連携イメージ
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　「LMIS/AutomaticRelease for ERP」により、煩雑なSAP移送業務
の自動化を行うことができます。移送処理終了後は、メールなどで
結果を受け取ることもでき、仮にエラーが起きた場合でもWebなど
から対処を行うことが可能です。「LMIS/AutomaticRelease for ERP」
の導入は、SAP移送業務に伴う問題の解決と共に、各リスクに対す
る「安心・安全」を得ることができます。移送業務の処理イメージ
は左図（図１）をご参照ください。

【LMIS/AutomaticRelease for ERP】の特徴　
では、「LMIS/AutomaticRelease for ERP」の特徴はどのようなもの
でしょうか。他社製品と比較した特徴は下記となります。

・先行移送が失敗した場合、後続処理を停止
・同じ時間にスケジューリングしても同時に実行可能
・リリース承認フローと移送処理の連動と結果の保存が可能
・移送自動化による夜間要員への負荷軽減、オペレーションミス削減
・移送予定、実績などをレポートで確認可能
・移送の先行後続関係を定義可能
・自動移送のホールドが可能
・既存移送処理をコピー登録して再利用可能
・他システムへの自動リリース
・パッケージによる安心・安全の確保

　　　　　　　　　　　　　　　　　上記の特徴は、SAP関連製品やスクラッチ開発でお困りの課題を
改善することができます。

「LMIS/AutomaticRelease for ERP」移送申請例
　導入によるメリットを記しましたが、実際の流れはどのようなも
のでしょうか。一例として起票方法を見てみましょう。
①リリースおよび移送に関する業務フローを策定（図2）　
　※図2は「LMIS on cloud」標準でのフローとなります。リリース
　　管理の承認フローはコンフィグレーションにて変更可能です
②「LMIS on cloud」で管理されているリリース管理画面から
　移送申請を行います（図3）
③「リリース管理」から「移送申請」を起票します。（図4）
　起票後はワークフローに基づいて移送業務を進めていきます

LMIS/AutomaticRelease for ERP
　「LMIS/AutomaticRelease for ERP」により、現在紙で行っている
申請書類の承認漏れや事後申請に対するコンプライアンス対策、
不完全な移送業務や現場での作業ミスなど、運用面での課題解決
や効率化を図ることができます。また、作業時間の自由度向上や休
日出勤の軽減などの労働環境の改善、経営的にも移送業務をアウ
トソーシングしている場合のコスト削減、移送処理後の他システム
へのリリースなどへの期待が持てます。
　ITILに準拠した運用に関してビジネスを行っているユニリタならで
はの視点でリリースされた「LMIS/AutomaticRelease for ERP」によ
りSAP移送業務の「安心・安全」を確保することができます。
SAP/ERPシステムで課題をお持ちの方は是非ご検討ください。
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◆ 「リリース管理」から「移送申請」を起票します
　・自動的に紐付けされます
　・起票時に配布先サーバを指定します
◆ 既存レコードからコピー登録ができます
　・コピーする情報はコンフィグレーションが可能です
　・同一リリース管理内で移送申請単位でコピーできます
　・リリース管理単位で、関連移送申請も含めて一括コピーできます
　　-コピー時に配布先サーバを指定します。配布先サーバ情報は指定されたサーバで
　　　置き換えられます
　　-変更管理が紐付いているものは、 変更管理との紐付きもコピーされます

図 4　機能詳細 :起票、コピー登録

リリース管理によって指定されたスケジュールに沿って、モジュールの配布処理を
自動的に実行します。これにより、夜間や休日等に人手で行っていたことで発生す
るコストの削減やヒューマンエラーの防止が可能です。
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②スケジュール日時に
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図 3　「LMIS on cloud」と連携した移送申請イメージ

図 2　標準業務フロー（スイムレーン図）

技術、製品企画、マーケティング、営業を経験。
端末エミュレータを皮切りにネットワーク、ワークフロー、
XML DB、セキュリティ、内部統制等を経験した後、現在、ポー
タル、SSO、IDM、ESB分野を主として担当。
2013年から名古屋営業責任者を経て、2015年4月より、現職。
メインフレームからオープン系まで各種経験したノウハウを
基にお客様のシステム構築をサポートさせていただきます。

営業本部 東日本営業二部
部長

岡本　欣也

担当者
紹介
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「苟(まこと)に日に新たに、
日日に新たに、又日に新たなり」
　これは中国の古典に出てくる言葉です。今日の行いは昨日よりも
新しくよくなり、明日の行いは今日よりも新しくよくなるように修養
に心がけねばならないという意味です。

　昭和の偉大な経営者である松下 幸之助氏や土光 敏夫氏がよく好
んで使っていたそうです。私が「日に新た」という言葉に出会った
のは、滋賀県の近江八幡にあるダイフク様の自動倉庫の仕組みを
見学に行った時でした。その展示場の名前が「日に新た館」でした。
今でも思い出しますが、そこには、分速何百メートルかで移動する
自動倉庫の仕組みが展示されていました。しかし、その仕組みはま
だどこにも納品されていない技術であるとも言っていました。何故
なら、速すぎて荷物がズレることがあるからだそうです。しかし、
そういう技術は何かで役立ち、もしかしたら、世の中を変える技術
となるかもしれません。
　我々は多くの技術者達が発見したり、発明したりする技術の恩恵
を受けて生活をしています。そして、それは後世の人にも新しい技
術を残していかなければならないことを意味しています。昨日より
も今日の技術は進歩しており、今日よりも明日のほうが少しずつで
もいいので進歩していなければならないということです。

　我々ソフトウェアメーカーは、これまで人間が関わらなければで
きなかった仕事をコンピュータで自動化してきました。大量の物流
伝票の出力は物流センター、積荷、顧客ごとに仕分けされて出てく
るため、トラックへの積み込みが簡単にできるようになりました。
それができるまでは、人間の経験や直感に頼ってきたので多くの情
報を一度に処理することはできませんでした。ソフトウェアは企業
活動の生産性を少しずつ向上させてきたのです。　
　前回のコラム(ユニリタマガジン2015年11月号)で話題にした人工
知能もそうです。アラン・チューニングの頃から知性を持ったコン
ピュータは議論をされており、これまで多くの人たちが関わってき
て、今の人工知能に至っています。GoogleのAlphaGoも技術をずっ
と遡っていくとコンピュータの発明にまでさかのぼる事になります。

クラウドは日々進化している象徴である
　企業は長くウォーターフォール型のソフトウェア開発を行ってきま
した。ウォーターフォール(滝)は、その名の通り「上流から下流」
に仕事が流れることを意味します。1回の開発プロセスで1つのバー
ジョンが出来上がり、そして1つの本番展開(デプロイ)が行われま
す。システムの規模にもよりますが、通常は6ヶ月とか1年の期間で
開発が行われます。

　しかし、さまざまなシステムがクラウドで利用できるようになると、
競争が激しくなり、できれば新しい仕組みをどんどんリリースしたく
なります。むしろ、利用者(ユーザ)が頻繁にシステムの改善を好む
ようになりました。今日のクラウドサービスは昨日のクラウドサービ
スとは違う。明日のクラウドサービスは今日のクラウドサービスとは
違う。日々改善されるサイクルがクラウドサービスにより作られてき
ました。それは、インフラからサービスレイヤーに至るまで、全て
のクラウドサービスの特徴です。まさに「日に新たなり」です。
　5年前、10年前のIaaSのインフラを覚えているでしょうか？当時の
サービスと今のサービスでは比べ物にならないほど進歩していま
す。それは突然進歩したものではなく、毎日の努力によって積み重
ねられてきたものです。アマゾンのECサイトは、最初は本の販売を
していました。それがあらゆるものの販売を始めるようになり、今
や音楽のダウンロードや電子書籍、ビデオなど販売の仕方も変わり
ました。これにより、システムも当初のシステムとは別物と思われ
るぐらい進化してきています。

アジャイル開発もまた「まことに日に新たなり」
　アジャイルの1つの手法であるスクラム開発では、スプリントとい
う単位に区切って開発を行います。1スプリントを１週間か2週間に
設定しますが、その単位で、計画、設計、コーディング、テスト、
レビューを行います。これらが1、2週間の期間内で行われるのです。
　ウォーターフォール開発では1、2週間で全ての工程を回すことは
考えられないと思いますが、アジャイル開発では可能です。そして、
スプリントのレビュー時には実際に動くデモをプロダクトオーナに見

デジタルトランスフォーメーションに
必要な技術とは？ Vol. 1

ユニリタの新ビジネスコラム　～クラウド編～

～ クラウドサービスは「まことに日に新たなり」 ～

担当者
紹介

執行役員
プロダクト事業本部
Be.Cloudグループ長

戌亥 稔

クラウド事業を担当している野球とゴルフ好き

の 2児の父親です。ゴルフのスコアはあまり良

くなりませんが、最近飛距離が伸びました。

iPhone は 2008 年に 3Gが出てから、ずっと使っ

ているガジェット好きの技術者です。

　昨今、デジタルエコノミー、デジタルトランスフォーメーション(DX)、シェアリングエコノミー、攻めの
ITなどの言葉が業界を駆け巡っています。デジタル化については90年代後半から盛り上がりを見せてい
ましたが、現在のブームは従来のものと何が違うのでしょうか？
　従来のものは、どちらかというとアマゾンに代表されるようなB2C向けのECサイトが多く見受けられまし
た。しかし、現在のデジタルエコノミーは、GE（ゼネラル・エレクトリック）のインダストリアルインターネッ
トやクボタのスマートアグリシステムのように、製品とクラウドをつなげ、IoTや人工知能といった最新のテ
クノロジーを活用して、製品とクラウドサービスが持続的にビジネスを作り、他社からの参入が難しくなる
ところが従来のものと違います。
　この現在のデジタルエコノミーをものにするために、企業は幾つかの先端テクノロジーを身につけなけ
ればなりません。「その技術とはいかなるものか」、また「ユニリタはお客様にどの様なテクノロジーを提
供できるのか？」を説明したいと思います。第1回目は、「クラウドサービスはまことに日に新たなり」です。
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せなければなりません。プロダクトオーナはそこで判断して、その
スプリントで開発した機能が、お客様に十分に受け入れられるもの
であるのならば、リリースを決断することもできます。つまり、スク
ラム開発ではリリースをスプリント単位（１週間か2週間）で行うこ
とが可能なわけです。このスクラム開発が複数のグループに分散し
て開発された場合には、サービスのリリースはデイリーで行われる
ことになります。つまり、アジャイルも、「日に新たなり」を実践す
る道具となります。

アジャイルとDevOpsはペアで考える
　しかし、アジャイル開発だけでは不十分です。何故ならば、いく
らアジャイルで開発を回すことができても、それをお客様に届ける
ことができなければ何の意味もありません。実際には、その機能を
リリースして初めてお客様はその価値を受けるのです。
　DevOpsは、単なる開発と運用の融合ではありません。ビジネス
の変化をとらえて、臨機応変にシステムをリリースする仕組みの事を
言います。昨今は、直接顧客への関わりが必要な、いわゆる「攻め
のIT」と呼ばれるシステムが多くなってきています。この場合、顧客
の変化をとらえてシステムを柔軟に変更する必要があります。自分た
ちが提供しているサービスがお客様に受け入れられているかどうか
は気になります。お客様の要望をアンケートとして取得して、それを
開発に活かすことも必要ですが、大変時間がかかります。そこで、
クラウドの特徴を利用しましょう。クラウドは利用者と直接つながる
ことができます。ユーザの行動を知るためにアクセスログを取り、そ
れを分析します。分析は前回のコラムにありました人工知能を使い
ましょう。人工知能を使ったシステムでは、システムが機械的に学ぶ
ために、データが増えることで分析の精度も上がってきます。

　ここで注目したいのは、計画、開発、展開、分析のサイクルをで
きるだけ自動化し短いサイクルで回すことです。実はDevOpsの本
質はここにあります。つまりDevOpsこそ、システムの「日に新た」
を実現する為の手法であることがわかります。それも、顧客を巻き
込んだ「日に新たなり」が実現します。

ユニリタのDXプラットフォーム
　トーマスエジソンは「天才とは1%のインスピレーションと99%の努
力からなる」と言っています。地道な努力ができる才能を持った人
が天才であるとも言えるのですが、地道な努力とは、一つひとつの
課題をクリアしていくことに他なりません。クラウドサービスはその努
力が形になると言っても過言ではないでしょう。クラウドを使い、ア
ジャイルで開発をし、DevOpsで提供する事こそ今のITの本質です。

　ユニリタはこの努力を形にするプラットフォームをリリースする予
定です。クラウドではアジャイルでDevOpsなプラットフォームが必
要となります。

　アジャイルでDevOpsなシステムを作成するには素早くプロトタイ
プが構築できなければなりません。そのためには、ユーザ認証や
パスワード変更といった、どのシステムにも必要となる仕組みはプ
ラットフォーム側のものが利用できれば、それらの開発コストが低
減できます。本番にデプロイするための仕組みを構築するのも時
間がかかります。クラウドサービスは24時間365日で動くシステムが
多いため、稼働させながらデプロイする環境を構築するには意外と
時間がかかります。プロトタイプができて、ビジネスが軌道に乗り
始めると、システムを他社に販売するかもしれません。その時には
課金情報が必要になりますし、サービスを管理するための仕組みも
必要になります。これらは、利用者が直接操作する部分ではありま
せんが、お客様が自らシステムを管理するためには必要な機能で
す。上記でも説明しましたが、利用者が増えてくると、利用者の動
向を分析したくなります。その場合には、さまざまなログを収集し
て、それを加工し、分析しなければなりません。それは、デイリー
で収集する必要があるかもしれませんし、また何かのイベントが発
生した時に収集するかもしれません。この時に、データ収集、自動
化、オープンソースを利用してきたノウハウをお客様に提供するこ
とができるでしょう。

　ユニリタのプラットフォームの特徴は、他社が開発した部品を利
用できる点です。例えば上記図内の「infoScoop Smart×Portal」で
は動画を使ったコミュニケーション基盤を提供しています。この仕
組みはユニリタが提供しますが、このような仕組みは他の会社が
作った部品でも構いません。例えば、Google Mapを使った情報活
用の部品をどこかの会社が提供することも考えられますが、ユニリ
タのプラットフォームでは、それらはお互いに利用し合うことができ
ます。ユニリタはクラウド上でさまざまな企業が作った部品をお互
いに利用し合う、「水平分散型協調クラウドサービス」をコンセプト
の1つとして開発を進めています。

　ご興味のあるお客様は是非、ユニリタBe.Cloudグループ、または
マーケティングループまでご連絡ください。お互い成長し合うこと
ができるビジネス協調を目指してまいります。

　お問合せ先
　E-mail：unirita_marketing@unirita.co.jp

クラウドサービスは「まことに日に新たなり」

ビジネス企画

システム運用

評 　価 システム構築

UX重視のプロトタイプを
構築し検証する。複数の
UIを作って比較したりす
ることもある。
変更に対して柔軟である必
要がある為、API開発が行
われる。

開発が終了してからデプロ
イメントまでは時間をかけ
ない。品質を上げるために
自動化を行う。

お客様からのフィードバッ
クは、基本的にはアクセス
ログを分析することで行う。
分析結果はビジネス企画に
フィードバックを行いシス
テムの改善に活かす。

最初の企画はビジネスの有
効性を図るために最小限の
ものをプロトタイプとして
作成し公開する。

デジタルビジネスを支えるユニリタの
クラウドサービス Be.Cloud
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毎年 7月の最終金曜日は「システム管理者感謝の日」。
システム管理者の会は、「システム管理者感謝の日」が日本で記念日
登録された 2007年から毎年イベントを開催してきました。昨年度は
412名の方にご来場いただき、ビッグデータをテーマとした 3つの
講演、ユーザ同士の情報交換会、景品が当たるクイズイベントなど
を実施し、大いに盛り上がりました。
次回は記念すべき 10回の節目として、大手町日経ホールにて豪華
内容でイベントを開催します。
今後、ポータルサイトや Facebookでも情報を発信して盛り上げてい
きますので、ご期待ください。

● 詳しくは、「ユニリタ ホームページ」をご覧ください。

システム管理者の会 「第10回システム管理者感謝の日イベント」
開催決定！

製品&サービス
最新トピック

IT資産情報の「管理」から「活用」へ、IT資産情報の動的管理基盤の実現

IT資産のリポジトリ化サービス　～ IT Asset Inventory ～

● 詳しくは、「システム管理者の会ポータルサイト」にて近日公開予定です。 システム管理者の会 検   索

IT 資産　リポジトリ化 検   索

　本サービスでいう「IT資産」とは、エンタープライズ系にフォー
カスした業務用アプリケーションとそれを支えるインフラ基盤で
あるサーバ、ネットワーク、そしてこれらの技術情報（OS、デー
タベース、開発言語、ミドルウェア）などを示します。ITが発
達した現在、これらは企業活動を支える重要な要素です。そして、
その管理と活用を怠ると企業は大きなリスクを抱えることとなり
ます。しかし、この IT資産をしっかりと管理・活用している企
業は意外と少ないのが現状です。

　本サービスは BPM（ビジネスプロセスマネジメント）ツールの「ARIS」 
を利用して IT資産情報（Excelなどの管理台帳）をリポジトリ化し、しっ
かり管理・活用できるように支援するサービスです。
これにより、IT資産情報間の整合性や関連性が明確となり IT業務にかか
わる各関係者は共通認識で管理と活用を実施することができます。
　また、開発時に仕様変更が発生した場合や、運用時の障害が発生した
場合の影響分析にも活用できます。ユニリタは、このような「最適な IT
資産管理基盤」を実現するため、継続的な「活用／運用方法」を提案し、
IT資産情報を常に新鮮な状態で維持・活用できる基盤構築を支援します。

IT資産管理の現状

サービス紹介

IT 企画

アプリケーション台帳

プロジェクト
ロードマップ

EOS管理表

開発

テーブル一覧
画面一覧
I/F一覧

プログラム
構成管理

運用

サーバ

OS
DB

Network不整合不整合不整合

リンク切れリンク切れリンク切れ

粒度違い粒度違い粒度違い

抜け漏れ抜け漏れ抜け漏れ

属人化属人化属人化

陳腐化陳腐化陳腐化

IT 資産リポジトリ

IT企画 開発 運⽤

アプリケーション
システム

ソフトウェア ハードウェア

ネットワーク

アプリの
追加改修企画

開発時の
仕様変更

テスト時の
スコープ検討

障害発⽣時の
影響範囲調査

EOS
（保守切れ）

管理

セキュリティ
脆弱性への
対応

新規にアプリケーションを構築する際、既存の構成情報 (OS、データベース、ミドルウェア、サー
バーなど )およびアプリケーション間の関係、システム機能をシステム全体また各アプリケー
ション単位で調査できます。企画時にこの関連性が把握できることで、要件定義時にシステム
検討の抜け漏れ防止・影響範囲分析に活用できます。

アプリケーションの構成情報 (OS、データベース、ミドルウェア、サーバなど )およびシステム機
能情報を各アプリケーション単位で把握することができ、開発時の構成把握、システム仕様変
更時の影響範囲把握の工数削減に貢献します。

稼働中のシステム、サーバに障害が発生した際、影響を受ける関連システムやサーバをトレー
スすることができます。これにより、影響範囲調査の工数削減と運用品質向上に貢献します。

IT開発部門

IT企画部門

IT運用部門

会場：大手町日経ホール
参 加 無 料

開催まで、
あと3ヵ月！ 

※昨年開催の様子
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● 詳しくは、「UNIRITAユーザ会ホームページ」をご覧ください。

UNIRITAユーザ会 第33回Beaconユーザシンポジウム開催レポート
4月1日からUNIRITAユーザ会へ

UNIRITA ユーザ会 検   索

　2016年3月3-5日、大津プリンスホテルで開催された第33回Beaconユーザシンポジウムに、ユニリタは
テーマ“it’s YOUR turn!” ～企業の危機を救うのは情報システム部！～と題して出展し、全体会でのプレゼ
ンテーションやブースでのデモンストレーションにより、ユニリタの取り組みを紹介しました。

　突然、競合として現れるデジタル企業が、既存のビジネスモデルを変化させ破壊している現在、企業に
とっては危機ともいえる状況です。「この状況に対して企業はデジタル変革に追従しなければならない、こ
の変革の中心を担うのは情報システム部のみなさん、つまり”it‘s YOUR turn!＝あなたがたの番です“」と
喚起し、ユニリタが提供するサービスについて各プレゼンテーションで詳しくお伝えしました。
　デモブースでは、新製品・サービスの「LIVE UNIVERSE」「雲票」をはじめ、「ARIS」、「LMIS on cloud」、
「infoScoop Smart×Portal」、「Waha! Transformer」、「MyQuery」をご紹介しました。ユニリタブースへお越
しいただいた皆様、ありがとうございました。

● 第 33回 Beaconユーザシンポジウム開催報告
　平成 27年度のユーザ会活動の集大成として第 33回 Beaconユー
ザシンポジウムが開催されました。全国 25の研究グループが 1年
間の研究成果の発表を行い、聴講者の投票によって研究活動賞の各
賞が決定、授与されました。また、8社のユーザ事例発表が行われ
たほか、協賛パートナーによるプレゼンテーションや最新技術の展
示ブース、7人制ラグ
ビー監督　吉田義人氏
による基調講演、マネ
ジメント層向けのセッ
ションなど、盛況のうち
に終了しました。

● 平成 28年度 研究メンバ募集中
　ユーザ会では今年度の研究メンバを募集しております。来年 3月
のシンポジウムでの成果発表に向け、5月から全国各地で研究活動
を開始します。会員の皆さまのお申し込みをお待ちしています。

　ユーザシンポジウムの開催報告・平成 28年度の研究メンバ募集
についての詳細は UNIRITAユーザ会ホームページよりご参照いただ
けます。　
詳細はこちら　 http://www.uniritauser.jp/

● 4月 1日からUNIRITAユーザ会へ
　Beaconユーザ会は 4月 1日より「UNIRITAユーザ会」に名称を変
更しました。新名称はユーザ会会員の皆さまからご応募いただいた
候補の中から、ユーザ会幹事による審査と各会員企業の代表の承認
により決定しました。
　今後も「UNIRITAユーザ会」として新たな気持ちで、ユーザが主
役の会としてこれからも活発な活動を目指してまいります。

イベントレポート 第33回Beaconユーザシンポジウム、ユニリタ出展レポート　　

ユニリタブースでは、1日目の事例発表でご紹介
いただいたユニリタ製品ならびに新製品＆サー
ビスのデモンストレーションを実施。出展テー
マの” it’ s YOUR turn!” 限定 Tシャツや缶バッジ、
ステッカーもお配りしました。

　デジタル化を背景に既存ビジネスを破壊する脅威が
迫っている問題を提起。企業はデジタル変革を行うため
に、情報システム部を中心に新しい取り組みをはじめる
よう訴えた。変革するためのポイントとして、既存の業
務や働き方などを少しずつでも変えるようにして新しい
ことに挑戦し、イノベーションを起こし、持続的成長へ
つなげてほしいと訴えた。
　後半では、サプライズゲストとして、ユニリタのイメー
ジキャラクターであるホラン千秋さんが登場。自身の挑
戦への考えを語っていただきました。

it's YOUR turn! 
～会社の危機を救うのは情報システム部～

代表取締役社長  竹藤 浩樹

ユニリタプレゼンテーション
ユニリタが提供する DXプラットフォーム
～ サービスでペースを狙え！ ～
執行役員　
Be.Cloudグループ長
戌亥 稔

　デジタル変革する際に、これから企業に
必要な最新テクノロジーを説明したあと、
ユニリタが提供する DXプラットフォーム
を紹介。
　その第一弾となる 3月 1日にリリース
されたばかりの企業向け Eラーニング・
ナレッジシステム「LIVE UNIVERSE」 （ライ
ヴ ユニバース）のデモンストレーション
も行った。デジタル変革については本号の
コラムもご覧ください。

IT部門変革の切り札
～真の運用上手を手に入れろ！～
執行役員　
アウトソーシング事業部 部長
小池 拓

　IT部門が遂行している業務はテクノロ
ジーの進化により、数年後には淘汰されて
いくものがあると示唆。これからの IT部
門は、経営が求めるコア業務は内製化し、
内製化する必要のないノンコア業務は外の
リソースを使うことが肝要。
　その有力な手段として、「ユニリタのア
ウトソーシングサービス」を紹介し、他社
サービスとの明確なポジショニングの違い
やメリットを説明した。

開催概要
日　時： 2016年 3月 3日（木）～ 3月 5日（土）
場　所： 大津プリンスホテル　コンベンションホール「淡海」
参加者：175社 515名

出展テーマは、“it's YOUR turn!”  ～企業の危機を救うのは情報システム部！ ～

第 33回 Beaconユーザシンポジウム情報交換会にて
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パートナー様ご紹介

Notes資産を短期間で確実にマイクロソフトプラットフォームへ移行

　当社が提供するNotes/Office365マイグレーションサービスは掲
示板からビジネスロジック、ワークフローが組み込まれた複雑な
データベースまで、既存のNotes資産をマイクロソフト プラット
フォームへ短期間で確実に移行します。

　Notes/Office365マイグレーションサービスのメリット
　●移行課題を解決し安全で利便性の高い最新の情報基盤へ
　　移行します
　●スマートフォンなどのモバイルへの展開が可能です
　●Office365を利用してのグローバル認証に対応すると同時に
　　社内システムとのシングルサインオンが実現できます
　●ビジネスロジック、ワークフロー等が組み込まれた難易度の
　　高い移行についてもカスタマイズ開発で対応します

　当社が行っているSharePoint/Office365への移行ソリューション
に加えユニリタのポータルシステムである「infoScoop」と連携する
ことにより、お客様が使用するフロント機能をいち早く刷新し、バッ
クヤード機能は時間をかけて順次置き換えていくプランです。

　フロント部分のみを先に刷新することで、低コストかつ短期間で
使い勝手の良いシステムを提供し、初期コストを大幅に抑えること
が可能になります。

 　一般的にNotes資産全てが利用されていることは少なく、移行す
るためには、NotesDBの設計情報やアクセス履歴を元に移行対象
を選定するアセスメントが必要です。
 　アセスメントを行った後は移行計画（プランニング）、環境構築、
データ移行（定型移行、アプリ移行）の手順を踏んで運用保守へと
展開します。

 

　2009年度、東芝および東芝グループ13万人を対象に、Notesから
新しい情報基盤へとグループウェアの刷新を行うプロジェクトを展開
し、Notes基盤をMicrosoftプラットフォームに刷新しました。当社はこ
の次世代情報共有システムプロジェクトに当初から参加しています。

　お客様のNotes環境を調査し、移行にかかる難易度とコストを算
出する“簡易アセスメントサービス”をご提供しております。詳しく
は当社までお問合せください。

パートナーシップによる新たなソリューションの創出

移行イメージ

移行プロセスと支援サービス

事例

アセスメントサービスのご提供

当社（東芝情報システム）は、長年培った運用管理システムの構築ノウハウを活用し、既存のNotes資産のアセスメント
を実施し、最適な方法のご提案、計画の立案から移行、運用・保守まで一貫して支援します。

様々なアプリケーション

Lotus Notes
フロントはリニューアル
処理系はそのままで

フロントも処理系も
リニューアル

フロントはリニューアル
処理系はそのままで

各種社内サイト
※処理部分も
　リニューアル

各種社内サイト
※処理部分
　当面そのまま

1 ガジェット化2 ポータルにプラグイン

一般社員

管理者

３ ワークスタイルに
合わせて配信

４

フロント部分を
ガジェット化

InfoScoopにガジェット
をアドオン

■Notes/Office365マイグレーションサービスの移行イメージ

Microsoft
Exchange Server 2013Dell Software

for Exchange
Notes Migrator

Dell Software

for SharePoint
Notes Migrator

Unify
Composer

C#,ASP,JavaScript,
Nintex

Microsoft
SharePoint Server 2013

.NET アプリケーション

Active Directory

パッケージによる
クラウド移行
ソリューション

Notesメール
カレンダー

フロント刷新

アプリケーション
DB

低難度

高難度
カスタマイズ開発

メール
スケジュール管理

Exchange
Online

情報共有

SharePoint
Online

Notes環境 移行先（マイクロソフトプラットフォーム）

オンプレミス クラウド

InfoScoopを
利用して洗練
されたユーザー
インターフェー
スを実現。

■移行プロセスと支援サービス

移行対象DBや移行の最優先度などを判断するため、
ツールによる現状調査を行います。

●簡易アセスメント（現状の調査・簡易分析）
●移行アセスメント   (コスト算出等、実移行を意識した分析 )

実移行を前提とした各種設計・構築・設定を行います。

●移行スケジュール策定支援 (予算、体制、移行時期 )
●低予算化支援サービス (ヒヤリングによるエンドユーザー誘導 )

ご要件に沿った各種設計・構築・設定を行います。

●システム基盤設計
●サーバー構築支援
●運用設計

プランニング結果に基づき移行要件を定義し、
パイロット移行、本移行を実施します。
●メール移行
●アプリケーション移行
●データ移行

お客様のIT部門と連携して支援します。

●立上げ支援
●移行環境の運用・保守
●移行アプリケーション改善

アセスメントサービス

プランニング

環境構築サービス

データ移行サービス

運用・保守 /改善

Notes infoScoop マイグレーション 検   索




